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１．事業の概要 

（１）目的 

一般国道４０号は、旭川市を起点とし、士別市、名寄市を経由

して稚内市に至る延長約２５０ｋｍの幹線道路です。 

豊富バイパスは、豊富サロベツインターチェンジから幌富北イ

ンターチェンジに至る延長約１６ｋｍの事業であり、冬期交通障

害区間を回避するとともに、北海道縦貫自動車道と一体となって

道央圏と道北圏を結ぶ高規格幹線道路網の一部機能を代替し、国

土・地域ネットワークの構築により道北圏域内の連携強化を図る

とともに、冬期交通障害の解消、物流効率化の支援や個性ある地

域の形成、円滑なモビリティーの確保に寄与することを目的とし

ています。 
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■位置図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幌富バイパス 

L=10.9km 

■事業概要図 
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（２）計画の概要 

① 起点    ‥‥北海道
ほっかいどう

天塩
て し お

郡豊富
とよとみ

町字上サロベツ 

  終点    ‥‥北海道
ほっかいどう

天塩
て し お

郡豊富
とよとみ

町字上サロベツ 

② 計画延長  ‥‥１６．０ｋｍ 

③ 幅員    ‥‥１３．０ｍ 

④ 構造規格  ‥‥１種２級 

⑤ 設計速度  ‥‥１００ｋｍ/ｈ 

⑥ 車線    ‥‥暫定２車線 

⑦ 事業主体  ‥‥北海道開発局 
 

 

■横断図 

 

暫定２車線 

 （単位：ｍ） 
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（３）経緯 

 

平成 ２ 年度  事業化 

平成 ４ 年度  用地補償着手 

平成 ５ 年度  工事着手 

平成１６年度  完成供用 
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２．社会経済情勢の変化 

①事業周辺地域の状況 

当該事業は、天塩郡豊富町に位置し、北海道縦貫自動車道の一

部を形成しています。 

この区間は、道北圏の産業・生活道路として、地域の物資輸送

や受療等の生活流動を担っています。 

ここでは、事業区間に位置する豊富町とその背後圏となる稚内

市、および北海道を対象として、社会情勢の変化を見てみます。 
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②地域の人口及び自動車保有台数 

稚内市および豊富町の人口は、減少傾向となっています。また、

全道的な傾向と同様に高齢化が進行しています。 

自動車保有台数は、全道的な傾向と同様に、年々増加していま

す。 

 

■人口および高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【稚内市・豊富町の人口と65歳以上の割合】
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46,442

10.9%
14.0%

17.8%
21.2%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

(人)

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%
人口 高齢化率

H5 工事着手 H16完成供用

【北海道の人口と65歳以上の割合】
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 資料：国勢調査 

■自動車保有台数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【稚内市・豊富町の自動車保有台数】
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【北海道の自動車保有台数】
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資料：北海道自動車統計 
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③地域の産業の状況 

（１）地域の産業構造 

稚内市および豊富町の産業３部門別就業者割合は、全道平均に

比べ、第１次産業及び第２次産業の割合がやや高くなっています。 

また、産業大分類別就業者割合をみると、稚内市および豊富町

では製造業及び漁業従事者の割合が全道平均に比べて高くなって

います。 

 

■産業３部門別就業者数 
 

【北海道の産業３部門別就業者割合】

第１次産業
8%

第３次産業
73%

第２次産業
19%北海道

就業者数
2,604千人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【稚内市・豊富町の産業３部門別就業者割合】

第１次産業
10%

第３次産業
67%

第２次産業
23%

稚内市・豊富町
就業者数
24,108人

 
資料：国勢調査（H17） 

 

■産業大分類別就業者数 
 
 【北海道の産業大分類別就業者割合】

卸売・小売業
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建設業
11%

医療・福祉
10%

製造業
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20%
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5% 運輸業
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14%

北海道
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2,604千人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【稚内市・豊富町の産業大分類別就業者割合】

卸売・小売業
16%

建設業
12%

その他
17%

製造業
11%

サービス業(他に分
類されないもの)

13%
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5%

公務（他に分類さ
れないもの）

7%
医療・福祉

8%

農業
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稚内市・豊富町
就業者数
24,108人

資料：国勢調査（H17） 
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（２）個別の産業の変化 

 １）農業産出額 

農業産出額は、北海道ではほぼ横ばい傾向となっていますが、

稚内市および豊富町では増加傾向となっています。産出額の内訳

では、乳用牛の産出額が全体の９割を占め、近年増加しています。 

また、農家一戸あたりの生産農業所得では、北海道と同様に、

近年増加傾向となっています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

【稚内市・豊富町の農業産出額】
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資料：北海道農林水産統計年報 

２）漁獲高 

稚内市および豊富町の年間漁獲高は、全道の傾向と同様に近年

横ばい傾向で推移しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道水産現勢 

【稚内市・豊富町の漁獲高】

147148
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【稚内市・豊富町の農業産出額（内訳）】
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④道路事業による整備効果 

当該事業は、豊富町の郊外部に位置し、宗谷圏の中心都市であ

る稚内市及びオホーツク海方面へのアクセスルートとして機能し

ています。 

豊富町および留萌北部地域から稚内市への受療や購買等の生活

道路としての役割のほか、高次医療施設への救急搬送ルート、農

水産業を中心とした物流ルート、冬期交通障害時の代替ルートと

しての機能が発揮されており、地域住民の生活利便性の向上や地

域産業の振興等に寄与しているものと考えられます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○「農水産品の流通の利便性が向上しました」  Ｐ２３～２４

アクセスが向上しました」 Ｐ２２ 

○「日常活動圏中心都市である稚内市への 

○「高次医療施設へのアクセスが向上しました」 Ｐ２１ 

○「冬期交通の安全性向上が図られました」   Ｐ２０ 

定性的な効果 
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３．事業の投資効果等 

①交通量及び旅行速度の状況 

豊富バイパスの平成１７年度における自動車交通量は、現道と

当該路線を合わせて約３,８００台／日となっています。 

また、旅行速度では、整備前の５２．６ｋｍ／ｈから整備後は

当該路線の利用により６９．７ｋｍ／ｈと向上し、高規格幹線道

路の整備による効果が現れています。 

 

 

 

 

 

 

整備前の交通量 
（平成11年センサス値） 

整備後の交通量 
（平成17年センサス値） 

 

【現道（国道４０号）】 

（平日）３,８３２台/日 

 

 

【現道（国道４０号）】 

（平日） ２,４９５台/日 

 

【豊富バイパス】 

（平日） １,２５５台/日 

 

 

 

 

 

 

 

整備前の旅行速度 
（平成11年センサス値） 

 

【現道（国道４０号）】 

整備後の旅行速度 
（平成17年センサス値） 

 

【現道（国道４０号）】 

（平日）５２．６ｋｍ/ｈ （平日）５８．０ｋｍ/ｈ 

 

【豊富バイパス】 

 
【交通量および旅行速度の変化】           【冬期荒天時の旅行速度比較】 
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資料：道路交通センサス 
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資料：「平成 20 年度車速調査結果」稚内開発建設部 旅行速度(現道) 旅行速度(当該区間)
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②交通事故の低減の状況 

豊富バイパスでは、整備後、交通事故は発生していません。ま

た、当該区間との並行区間（現道）においても、交通事故が減少

しており、安全性の向上に寄与しています。 

 

 

 

 

 

整備前の事故率 
（平成13～15年） 

 

【現道（国道４０号）】 

２２．８件/億台キロ

整備後の事故率 
（平成17～19年） 

１７．５件/億台キロ
【豊富バイパス】 

０．０件/億台キロ
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 資料：交通事故マッチングデータ 
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③事業費・維持管理費の状況 

■事業費 

 計画時 実績 

名目値 １８８．０億円 ３４８．１億円

実質値 １６９．３億円 ３２１．８億円

 

道路構造の変更、不良土対策の追加等により事業費が増加し

ています。 
※名目値は、各年次の事業費の単純合計値 

※実質値は、平成２１年度の価値に換算した事業費 

 

■維持管理費 

実績 

３．３百万円／km・年 

※維持管理費は、当該区間の実績値 

 

当該事業区間の道路管理については、以下のとおりコスト縮

減に努めています。 

・除草、路面清掃の夏期作業について、地域状況に応じた作業

頻度の適正化を行っています。 

・除雪作業について、降雪状況に応じた一般除雪による運搬排

雪作業の低減を行っています。 

・凍結防止剤（防滑材）散布作業について、散布箇所の重点化

と路面状況に応じた散布作業の効率化よる散布剤量の削減を行

っています。 

現在の取り組みを基に、今後もより効率的、効果的な道路管

理を目指します。 
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④事業費および事業期間による社会的影響 

本事業は平成２年度に事業化され、平成５年度に工事に着手し

ました。 

平成１２年度末の供用を目指していましたが、事業区間におい

て軟弱な地質、かつ土質条件が悪い（高含水率の粘性土が分布）

ため、現場内流用土の改良を行い、流用を図りました。そのため、

年間流用土工量に制約が生じたことにより事業が遅延しました。  

 

供用年（計画時） 供用年 

平成１３年３月 平成１６年１１月

 

 

費用増加額 便益減少額 社会的損失額 

１８２．４億円 １７８．４億円 ３６０．８億円 

 

 

 

 

 

 

「費用増加額」： 事業着手から実際の供用年次までの期間における「実績事業費の現在価値合計」と「計

画事業費、維持管理費の現在価値合計」の差額 

「便益減少額」：遅延した期間に発生が想定される「便益の現在価値合計」 

 
「事業遅延による社会的損失」＝「費用増加額」＋「便益減少額」 
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⑤費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ） 

費用便益分析の結果 
 

計画交通量 

（台／日） 
車線数 

4,900～5,000 ２ 

 
□便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合 計 

 

基 準 年 平成２１年 

供 用 年 平成１７年 

単 年 便 益 

（ 初 年 便 益 ） ２７億円 ５．０億円

 

２．１億円 ３５億円

基準年における 

現 在 価 値 ６６３億円 １２１億円

 

５２億円 ８３６億円

・・・・（Ｂ） 
 

□費用 

 事 業 費      維持管理費 合  計 

基 準 年 平成２１年 

単 純 合 計 ３４８億円 ９９億円 ４４７億円

基準年における 

現 在 価 値 
４５５億円 ５２億円 ５０７億円

・・・・（Ｃ） 
 

□算定結果 

費用便益分析（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝                     ＝        ＝１．６ 
５０７億円 

８３６億円 便益の現在価値の合計（Ｂ） 

費用の現在価値の合計（Ｃ） 

 
注）１．費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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４．事業の効果の発現状況 

（１）地域の特殊性等を考慮した便益の検討 

北海道開発局事業審議委員会（平成２１年６月開催）では、「道

路事業の事業評価において、３便益以外に地域の特殊性等を考慮

した多様な便益についても適切に反映できるよう検討し、事業評

価を充実されたい。」とのご意見をいただいているところです。 

今回、試算としてではありますが、現段階での知見に基づき便

益算出の検討を行いました。 

当該事業においては、冬期交通障害の解消を目的としたバイパ

ス事業整備であることより、冬期視程障害解消による走行性向上

効果について試算しております。 
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１）冬期の視程障害解消による走行性向上効果 

①便益試算の考え方 

積雪寒冷地では冬期間の路面条件等の悪化により走行速度が

低下します。さらに一部の地域では地吹雪による視程障害が発

生し、走行速度が大きく低下しています。 

冬期の交通状況を考慮した便益に加え、道路整備によって視

程障害が解消され、走行速度が改善される効果を便益として試

算することとしました。 

 
■冬期間・視程障害時の速度低下と道路整備による便益の関係（イメージ図） 

現道

速度

バイパス

【通常時】 【冬期間】 【視程障害時】

新マニュアル（H20.11）にて考慮

冬期間より
大きな便益
が発現

低下

さらに低下

低下
バイパスは視程

障害の影響は少

現道 バイパス 現道 バイパス

  
 

視程障害時の便益
便益

通常時
＝○○日

冬期間
＝○○日

視程障害時
＝○○日

３６５日

通常時の便益

冬期の交通状況を考慮した便益
（通常時への加算分） ※新たに算定する便益※新たに算出する便益 

視程障害時の便益 

 

 

■道路整備による冬期の視程障害解消のイメージ 
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便益試算のフローと算出式 

１年間を通常時、冬期間、視程障害時に区分してそれぞれの

便益を試算し、年間の便益を試算しました。 

 

（１）冬期視程障害日数の設定

整件の 条前提 理

（２） 視程障害時の走行速度

の設定 

 

 
当該地域のアメダスデータ 

 

 

 
当該地域の常観データ  

 

  

視程障害時の走行速度

の低減率を算出 

 

 

 

 
（通常時、冬期間）

交通量推計 

 

た 便益の算出 

冬期 の視程障害 時を考慮し
 

 

 

 

◎冬期の視程障害解消による走行性向上を考慮した便益（円/年） 

       ＝ 通常時便益（円/年）＋冬期間便益（円/年）＋視程障害時便益（円/年） 

○通常時便益（円/年） ※従来と同様の便益計算 

    ＝ （整備なしの場合の総費用（円/日）－整備ありの場合の総費用（円/日）） 
                                 ×通常時日数（日） 

○冬期間便益（円/年） ※冬期速度の低減率、冬期間日数は設定値を適用 

    ＝ （整備なしの場合の総費用（円/日）－整備ありの場合の総費用（円/日）） 
                                 ×冬期間日数（日） 

○視程障害時便益（円/年） ※走行速度、視程障害発生日数は設定値を適用 

    ＝ （整備なしの場合の総費用（円/日）－整備ありの場合の総費用（円/日）） 
                               ×視程障害時日数（日） 

○通常時日数＋冬期間日数＋視程障害時日数＝３６５日 
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■気象庁の気象統計情報に基づく冬期間における視程障害発生日数の設定 
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■冬期間における視程障害時の走行速度の設定 

・通常時の走行速度に対する冬期間の走行速度は、道路交通センサスおよびトラフィックカウンタデータを基に設定 

・冬期間の走行速度に対する視程障害時の走行速度は、視程障害に該当する日にちの常時観測データに基づき設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 豊富バイパスの冬期旅行速度・低減率

0.950.84現道視程障害時①

0.970.89バイパス

バイパス

現道

0.880.89

－0.90冬期間

0.930.84視程障害時②

－1.00通常時

冬期間に対する低減率通常時に対する低減率日区分

0.950.84現道視程障害時①

0.970.89バイパス

バイパス

現道

0.880.89

－0.90冬期間

0.930.84視程障害時②

－1.00通常時

冬期間に対する低減率通常時に対する低減率日区分

雪堤（0.8ｍ以上）が存在する条件の整理

・気象庁の気象統計情報より、時間データを用いて、過去
6ヵ年の冬期の「累計降雪深」をグラフ化 。

・現道の道路横断に対して、新雪・拡幅除雪によって、雪
堤（二次堆雪）高さが0.8ｍとなる時の累計降雪深を算定。

・路側の雪堤高さが0.8ｍを越える月日を求め、各年の地

吹雪発生率の算定に反映。

視程障害時①②の日数算定
・右下のグラフより日数を算定
ａ）視程障害時①：風速6m以上9m未満かつ0℃以下かつ

24時間以内に降雪があり雪堤が0.8m以上の場合

ｂ）視程障害時②：風速9m以上かつ0℃以下かつ24時間

以内に降雪がある場合

CL

3.250.75

Ｈ＝0.8
45°

Ｖ2 Ｖ1

Ｗ1

ｈ1

3.00

1：1.5

図 雪堤累積高Ｈの算出

雪堤高Ｈ

図 雪堤0.8ｍ以上発生日時の算出

累計積雪が80cm以上の日

12月９日以降から80cmを超える

表 豊富バイパスの視程障害日数

視程障害
日数

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
過去４年間の

平均日数

条件a 24日 16日 43日 30日 28日

条件b 1日 0日 17日 35日 13日
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②便益の試算 

 

便益試算の設定、条件等 
項目 設定等 備考 

通常時    ：２４４日 

冬期間    ： ８０日 

視程障害時 1)： ２８日 
便益算定の日区分と日数 

視程障害時 2)： １３日 

気象庁の気象統計情報より設定
視程障害時 1)：風速 6m 以上 9m
未満 
視程障害時 2)：風速 9m 以上 

通常時 通常時×1.00 

冬期間 

現道・バイパ
ス 

通常時×0.90 

通常時の走行速度に対する冬期
間の走行速度は、道路交通セン
サスを基に設定 

現道 冬期間×0.95 
視程障害時 1) 

バイパス 冬期間×0.97 

現道 冬期間×0.93 

速度低減 

視程障害時 2) 
バイパス 冬期間×0.88 

冬期間の走行速度に対する視程
障害時の走行速度は、常観デー
タに基づき設定 

通常時 
・通常時ＱＶ式を用いて通常時として推計 
・交通量推計結果の速度データを基に算出 

冬期間 
・通常時のＱＶ式に冬期の低減率を乗じた冬期ＱＶ式を用いて冬
期間として推計 

・交通量推計結果の速度データを基に算出 

交通量推計
と便益算出 

視 程 障 害 時
1)、2) 

・冬期間の交通量推計結果を使用 
・交通量推計結果の速度データのうち、現道部とバイパス部の速度デ

ータにそれぞれの視程障害時の低減率を乗じた速度として便益を
算出 

 

便益の試算結果 
Ⅰ．冬期の視程障害解消による走行性向上の便益 

通常の便益 
（Ａ） 

冬期の視程障害を考慮した便益 
（Ｂ） 

（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ） 

３１．０２ 億円／年 ３１．１３ 億円／年 ０．１１ 億円／年 

 

Ⅱ．便益表 
基準年 平成２１年度 
単年便益 0.11 億円/年 
基準年における現在価値 2.97 億円 

 

防雪林による視程障害解消効果により、現道に比較し、バイパ

スでは走行速度の低下が抑えられ、約３億円の便益が試算されま

した。 
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（２）定性的な効果 

「冬期交通の安全性向上が図られました。」 

当該事業と並行する国道４０号は、地吹雪による防災点検要対

策箇所が３箇所存在しており、平成１６年１２月から平成２１年

２月までに４回（２８時間１５分）の通行止めが発生しましたが、

豊富バイパスにより通行を確保しています。 

また、同区間では、追い越しによる正面衝突等、死亡事故に直

結する重大事故や、冬期の地吹雪等に起因する事故が多く発生し

ていましたが、豊富バイパスの開通後は冬期間における事故は減

少傾向となっています。 

当該事業の整備により、国道４０号の代替路が確保されたとと

もに、地吹雪等の影響を受けにくい道路網が形成され、冬期交通

における安全性向上が図られています。 
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14件
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11件

６件

 

 

 

 

 

国道 40 号並行区間 

【冬期交通事故の推移】

冬期事故 

が減少 

【交通事故件数の推移】 

■防災点検要対策箇所（地吹雪） 

正面衝突事故が 
大きく減少 

豊富バイパス

資料：交通事故マッチングデータ 資料：稚内開発建設部 

◆豊富町にお住まいの４０代男性の声 

通行を確保！ 
豊富バイパスが 

防災点検要対策箇所(H8)

冬期の地吹雪による視程障害回避できる
ようになりました。冬期は安全性を考えて、
バイパスを使う事にしています。 

【時間】 ２８時間 １５分 

【回数】  ４回 

Ｈ１６.１２～Ｈ２１.２ 

冬期障害による通行止め 

並行区間（国道４０号）の 

豊富バイパス開通（H16.11）後

【豊富バイパス】 

■同日同時刻の視程状況 

【国道４０号】 

資料：管内の道路整備に関するアンケート調査 
（H21 稚内開発建設部）資料：道路パトロールカー記録（稚内開発建設部）
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「高次医療施設へのアクセスが向上しました。」 

現在、道北圏における三次救急医療は、救命救急センターであ

る旭川赤十字病院と連携を図っていますが、宗谷地域は、旭川市

から遠隔地にあることから、地域センター病院である市立稚内病

院が対応しています。 

当該事業の整備により、市立稚内病院等へのアクセス性が向上

し、地域の救急医療体制が充実したとともに、特に、冬期におけ

る救急搬送の安全性・確実性の向上が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■救急搬送の状況（H19） 

４３件

８２件

２８件

豊富町・留萌圏北部から 

１７４件が稚内市へ搬送 

２１件

市立稚内病院等

資料：北留萌消防組合消防署幌延支署ヒアリング 

◆消防署職員の声 

豊富バイパスは、供用開始した当初からオールシーズンで
利用しています。 
豊富バイパスの整備により、冬期間の救急搬送に対する安

全性、確実にルートを確保できる確実性が生まれ、隊員は安
心して救急搬送業務を遂行できるようになりました。また、
時間短縮の側面からも利用するメリットは大きいと考えて
います。 

【豊富町・留萌圏北部から稚内市への救急搬送】

豊富町
82件
47%

幌延町
28件
16%

遠別町
21件
12%

天塩町
43件
25%

H19
稚内市への
救急搬送

174件

写真：稚内開発建設部

資料：留萌・稚内開発建設部

市立稚内病院 
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「日常活動圏中心都市である稚内市へのアクセスが向上   

しました。」 

稚内市は、宗谷地域のなかでも医療施設や大規模小売店舗が多

数立地する日常活動圏の中心都市です。 

特に稚内市には、宗谷二次医療圏域の中核病院であり、かつ圏

域唯一の総合病院である市立稚内病院や脳神経外科の専門医療施

設が立地していることから、隣接する豊富町や留萌北部地域から

の脳神経外科、小児科、産科などの診療科目の依存度が高くなっ

ています。 

当該事業の整備により、豊富町及び留萌北部地域から稚内市へ

のアクセス向上が図られ、地域住民の生活利便性の向上が図られ

ています。 
 

 

 

 

 

+ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※周辺地域：豊富町・天塩町・幌延町・遠別町 

資料：管内の道路整備に関するアンケート調査（H21 稚内開

発建設部、H19～H20 留萌開発建設部） 

■周辺地域における主な通院科目別依存状況 

73.5%

69.2%

68.7%

65.8%

65.4%

26.5%

30.8%

31.3%

34.2%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

脳神経外科

小児科

産科

皮膚科

耳鼻咽喉科

稚内市 その他の市町村

写真:稚内開発建設部 

市立稚内病院 

◆幌延町にお住まいの５０代男性の声 

豊富バイパスを利用することで稚内市までの所要時間が短縮でき、買物や診療時間に余裕ができました。
また、冬期の地吹雪による視程障害が回避でき、移動時の安全性が向上しました。 

資料：管内の道路整備に関するアンケート調査（H20 留萌開発建設部）
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「農水産品の流通の利便性が向上しました。」 

＜生体牛輸送＞ 

宗谷管内は、農業産出額のうち畜産がほぼ１００％を占める酪

農地帯となっています。稚内市の農協で飼育された生体牛は、一

般国道や豊富バイパス等を利用して、生体牛のセリが開催される

豊富家畜市場等へ輸送されています。また、肉用種（廃用乳牛含

む）については、旭川市・名寄市等のと畜場へ出荷されています。 

生体牛の輸送に際しては、揺れなどによる倒伏事故の危険性の

ほか、輸送中のストレスによる乳量減や肉質等に影響を及ぼすこ

とがあるため、輸送の安定性が課題となっています。 

当該事業の整備により、生体牛への負荷の少ない輸送が可能と

なり、輸送中の生体牛の事故やストレスが減少されるとともに、

生体牛輸送の効率化が図られています。 

 

乳用牛
2,378千万円

93%

耕種
17千万円

1%

肉用牛
150千万円

6%

Ｈ18
宗谷管内

農業産出額
2,545千万円

豊富家畜市場
69%

その他
31%

平成19年
稚内市
7,630頭

■豊富家畜市場への生体牛輸送状況 ■ＪＡぬまかわからと畜場等への生体牛輸送状況 

【宗谷管内の農業産出額】

JAぬまかわ→と畜場（旭川市） 

【種類】廃用牛中心 

【車両】10ｔ車 

【頻度】1台／週 

JA ぬまかわ→JA 北はるか

【種類】子牛 

【車両】4ｔ車 

【頻度】1台／週 

資料：北海道農林水産統計年報 

資料：JA 稚内、JA ぬまかわ、生体牛輸送会社ヒアリング

豊富家畜市場 

一般市場 :年 52 回開催

専門市場 :年 17 回開催

◆生体牛輸送会社の声 生体牛は、揺れや振動により倒伏の危険性があり、また、輸送の際には適切な管理

（給餌、休憩等）を行うなど、牛にストレスがかからないように慎重に運転しています。豊富バイパスの利用に

より、生体牛輸送の効率化が図られ、牛に与えるストレスが軽減されています。 

と畜場（旭川市）

【JA 稚内・JA ぬまかわの生体牛出荷先】 

資料：JA 稚内・JA ぬまかわ調べ

JAぬまかわ→と畜場（名寄市） 

【種類】廃用牛中心 

【車両】10ｔ車 

【頻度】1台／週 

JA 稚内→豊富家畜市場 

（年間約 3千 3百頭出荷） 

【一般市場】 8ｔ車・1～2台／1開催

ＪＡ稚内

ＪＡぬまかわ【専門市場】11ｔ車・5台／1開催 

JA ぬまかわ→豊富家畜市場 

（年間約 2千頭出荷） 

【一般市場】 4ｔ車・2台／1開催 

【専門市場】 4ｔ車・2台と 10ｔ車・1台／1開催

ＪＡぬまかわ 

ＪＡ北はるか

豊富家畜市場

1,956頭

と畜場（旭川市）

と畜場（名寄市）

171頭

その他

頭

0% 20% 40% 60% 80% 100%

456頭

JA北はるか

1,048頭

321

【JA ぬまかわの生体牛出荷先（H19）】

と畜場（名寄市）
※一般市場は初生牛・育成牛が主体、

専門市場は初妊牛が主体の市場 

資料： JA ぬまかわ調べ 
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＜水産物輸送＞ 

宗谷管内は、水産業が盛んであり、平成１９年の漁業生産額は

約４００億円となっており、ほっけ、毛がに、ほたて、うになど

の水揚げが多く、全道有数の漁獲量を誇っています。 

稚内市で水揚げされた水産物や加工製品は、札幌市や旭川市の

卸売市場のほか道外消費地に出荷されています。冬期間は、国道

４０号で吹雪等による視程障害が頻繁に発生し、走行環境が悪い

ため、安全性の高い豊富バイパスを利用することが多くなってい

ます。 

当該事業の整備により、年間を通じて水産物の安定的な輸送が

可能となり、地域の産業を支える水産品物流の効率化が図られて

います。 
 

 
■水産物輸送の利便性向上 

 

 

541.5
515.6
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294.6
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400.0
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600.0

根室 網走 渡島 宗谷 釧路

（単位：億円） 【漁業生産額上位支庁（H19）】

第４位

◆水産品輸送会社の声 

平成１６年２月に発生した国道４

０号の通行止め時には、全便運休とな

りましたが、平成１７年２月に発生し

た通行止めの際には、豊富バイパスを

利用して輸送することができました。

この時はバイパス整備の必要性を実

感しました。 

旭川地方 
卸売市場へ

【代表的な水産物の全道シェア（H19）】

みずだこ：3,954ｔ 

ほっけ：51,708ｔ 毛がに：771ｔ

ほたて：119,769ｔ

うに：252ｔ 

【宗谷管内における代表的な水産物（H19）】

資料：北海道水産現勢 

札幌市中央 
卸売市場へ 

宗谷管内

39%

34%

31%

29%

26%

61%

66%

69%

71%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほっけ

毛がに

ほたて貝

うに

みずだこ
宗谷管内以外

資料：北海道水産現勢 資料：水産品輸送会社ヒアリング 
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「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルート

の一部を構成します。」 

北海道縦貫自動車道は、旭川地方生活圏の拠点都市である旭川

市と稚内地方生活圏の拠点都市である稚内市を連絡する高速自動

車国道であり、当該事業は、高速自動車国道に並行する一般国道

自動車専用道路(Ａ’路線)としての位置づけがあります。 

当該事業の整備により、旭川市と稚内市へのアクセス性が向上

し、日常生活の利便性が向上しています。 

●稚内港は、北海道に入港する外航商船数の約 3 分の
1を占め、平成16年には開港以来最高の貿易額約216
億円を記録しています。 

北海道の高規格幹線道路網の計画 

・人 口：41,592 人   ・公共施設：2 箇所 
・学 校：41 校      ・医療施設：36 施設 
・大規模小売店舗：9 店 
・社会福祉施設：30 箇所 

稚内地方生活圏の中心都市 

・人 口：355,004 人  ・公共施設：38 箇所 
・学 校：156 校     ・医療施設：493 施設 
・大規模小売店舗：76 店 
・社会福祉施設：148 箇所 

旭川地方生活圏の中心都市 

【名寄市/士別市】 
・人 口：55,039 人   ・公共施設：49 箇所 
・学 校：50 校      ・医療施設：53 施設 
・大規模小売店舗：9 店 
・社会福祉施設：39 箇所 

名士地方生活圏の中心都市 

資料：「北海道市町村勢要覧」北海道（H19） 

「全国大型小売店舗総覧 2007」東洋経済新報社（H18）

【中心都市データ】 

人口：国勢調査（H17）     公共施設数：（H18.3） 

学校数：（H18.5）          医療施設数：（H17.10） 

社会福祉施設数：（H17.10） 大規模小売店舗数：（H18.4） 

●また、サハリンプロジェクトなどの資機材や船舶の
中継港として活用されています。 

稚内地方生活圏

名士地方生活圏

旭川地方生活圏

写真：稚内開発建設部

資料: 北海道開発局

【稚内市～旭川市への所要時間の変化】 

281分

232分

整備前

全線供用後

整備前
R40号→道央道

北海道縦貫自動車道
全線整備後

※所要時間データは、各市役所間の所要時間 

※北海道縦貫自動車道全線整備後の智恵文 IC－音威子府 IC 間、中川

IC－幌延 IC 間、豊富北 IC－稚内 IC 間は 60km/h、その他の区間は

70km/h で算出 
資料：Ｈ17 道路交通センサス
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「当該路線の整備によりバス路線の利便性が向上しました。」 

道北圏と道央圏を結ぶ都市間バスは、２路線、１日７往復運行

し、年間約７万５千人が利用する広域移動手段として重要な公共

交通機関となっています。 

現在、当該区間を利用して、札幌－稚内間（特急はまなす号・

特急わっかない号）が６往復／日、旭川－稚内間（特急わっかな

い号）が１往復／日運行しています。 

当該事業の整備により、道路の走行性や安全性が高まり、バス

利用者の利便性向上や定時性の確保が図られています。 
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68,186

6,507
6,950 6,685

6,689
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20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H15 H16 H17 H18

（人）

札幌－稚内線 旭川－稚内線

74,875

64,07963,739
56,783

■都市間バスの運行状況 

【道北圏における都市間バスの輸送人員の推移】

資料：数字で見る北海道の運輸(H19)

◆バス事業者の声 

国道４０号は、冬期に横風や地吹雪、吹き溜ま
りなどが多く、安全運行に支障をきたしていまし
たが、豊富バイパスにルート変更したことで、こ
れらの障害を回避することができ、冬期間でも円
滑な運行が可能となりました。 

 

特急はまなす号 
特急わっかない号 

通常便：５往復／日 
夜行便：１往復／日 

札幌－稚内線 

 

（特急わっかない号） 

夜行便の増便で 
１日７往復に！ 

資料：バス事業者ヒアリング 

豊富 BP 供用開始 

旭川－稚内線

１往復／日
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５．今後の事後評価の必要性 
 

豊富バイパスの整備により、豊富町および留萌北部地域の救急

医療の支援、物流の効率化、冬期交通障害の解消など、整備に伴

う効果が発現されています。 

よって、今後の事後評価の必要性はありません。 

なお、隣接事業である幌富バイパスの供用後には、当該事業も

含めたネットワークの形成効果について利用状況を調査する等、

効果の把握に努めます。 
 

 

６．改善措置の必要性 
 

豊富バイパスは、十分な機能が発揮され、改善措置は必要あり

ません。 

なお、今後も利用しやすい道路環境の確保に努め、適切な維持

管理を実施し、そのコスト縮減に努めます。 

 

 

７．同種事業の計画・調査のあり方や 
事業評価手法の見直しの必要性 

 

特に同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの

必要はありません。 

なお、今後も調査精度の向上に努めます。 
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